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特集にあた っ て

（富山大学
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＊

医学薬学研究部 （医学）シ ス テ ム 情動科学）

　和食 は 、 会員の皆様が ご存知の よ うに 、 昨年 12

月にユ ネス コ 無形文化遺産 と して 登録され て お りま

す 。 こ の ような機会に うまみ研究会主催 の 公 開シ ン

ポジゥ ム 「情動 と食一適切 な食育へ 向けて
一」（平

成 26 年 6 月 13 日開催）を開催で きた こ とを大変う

れ しく思 っ て お ります 。 うまみ研究会の 事務局 なら

び に役員の皆様に は同シ ン ポ ジ ウ ム の 企画と運営に

ご 尽 力頂 き、 こ の 場 をお借 りして 御礼 申し上 げま

す 。

　本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 「情動」 と い う用語 をタイ

トル に用 い ま したが、もともと、食 べ る とい う行為

自体が情動 （感情）に関係して お ります 。 例えば摂

食行動 の 口 腔相 にお い て は、視覚、嗅覚、味覚など

の 外部感覚情報 に よ り、食物 の美味 しさを味 わ っ て

お ります。こ の 美味 し さ は 重 要な快情動とな りま

す 。 食後 は、内臓 感覚情報が
一

部迷走神経 を介 して

脳 に伝 達 され、情動 に 関与する扁桃体や視床下部の

ニ ュ
ーロ ン活動 、 ならびに脳内カ テ コ ール ア ミ ン の

放 出 を 変化 させ る こ と な ど が報告され て お ります

（Tsurugizawa　et　al．，2008D ；Kondoh 　and 　Torii
，
2008z）

；

Klarer・et ・al．
，
20143））。 近年の 研究に よ り、 こ れら内臓

情報に よ り、例 えば食後の 満足感な どの 内臓感覚性

情動が起 こり、この 過程 も快情動 となる こ とが示唆

されてお ります 。 すなわち 、 こ の ような特徴 を有す

る食行動は、情動行動 の
一

種 とみ なす こ とが で きま

す。したが っ て、摂食障害の根底に情動障害が しば

し ば存在 し 、 近年 、 情動障害 を伴 う種 々 の 脳発 達 ！

脳機能障害 ［注 意欠陥
・多動性 障害 （ADHD ）、自

閉症、反社会的行動 、うつ 病］な どで は 、食行動の

異常を伴 うこ とが 明 ら か に さ れ つ つ あ ります 。 例え

ば 、 自閉症 ス ペ ク トラ ム 障害 の 患者 は、小 品 目の 食

物 （最 も少ない 場合は 5 食品以下）を選択 的に摂取

する とい う特異的摂取 パ ターン を呈する と ともに

（Ce   ak 　et　aL ，20104
〕
）、 4 基本 味 （甘み 、 塩 、 酸 、

お よび苦）の うち、甘み、酸 味、お よび苦 み の 同定

能力が低下 し て い る こ とな ど が報告され て お ります

（Tavassoli　and 　B 肛 on −Cohen，2011s
＞
）。また、自閉 症

様の 行動障害ならび に神経化学的異常を示す動物モ

デ ル を用 い た研究によると、同動物モ デ ル で は、グ

ル タ ミ ン 酸ナ トリ ウ ム 溶液の摂取量 が減少 し、逆に

苦味 の リジ ン 溶液 の 摂取量が有意 に増加す る こ とな

どが報告 され て お ります （Nishijo　et　al．
，
20145り。こ

の ように、現在、食行動 と情動などの 脳機能が密接

に 相関 して い る こ とを示す研究報告が集積 さ れ つ つ

あ ります。一
方、現代社会の 日本で は、子 どもの 健

康を取 り巻 く状況 に お い て 、 偏 っ た 栄養摂取 に よ る

肥満、朝食 の 欠食 や 孤食に よ る イ ラ イ ラ や キ レや す

い な どとい っ た 「心 の 健康障害」、お よ び こ れ ら食

生活の 乱 れによる生活習慣病 の リス ク増大 な どが問

題化 して い ます 。
こ の た め 、 日本で は食育基本法が

施行され 、 食育が推進され て お りますが、近年で

は 、 和食による食育が盛ん になっ て お り、一
定の 成

果 を上 げつ つ あ ります。さ らに最近 の研究に よ り、

うま味や 出汁は、詳 し い 作用 機序は不明 です が、

様 々 な向精神神経作用を呈する こ とが 明らか に され

つ つ あ ります 。

　以上 の 現状 を鑑 み、本公 開シ ン ポジ ウ ム で は食行

動、とくに和食と こ の よ うな脳機能の 関連性に焦点

を当て 、和食の 食育の 重要性に つ い て 以下 の 二 つ の

観点か ら考える機会を提供 した い とい う願 い を込め

て 企画致 しま した 。 そこ で 、 第一の 観点 として和食

の 基 本となる うま味 ！出汁の 生物学 的側面 に つ い
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て 、伏木亨 （京大）、近藤高史 （味の 素  ）、お よび

中里道子 （千葉大）の 各先生方に 、1）うま味 ／出

汁 の 美味 しさ （快情動）、2）脳機能 を含めた出汁 の

健康促進作用、3）出汁の 嗜好性に お け る学習
・記

憶の 役割、4）腸一脳相関、お よ び 5）摂食障害 に

おける脳活動 の 特徴等 に つ い て 講演 して 頂 い て お り

ます。一
方、第二 の 観点と して 食育の 文化 1 教育的

側面 に つ い て は、江原 絢 了
一
先生 （東京 家政学 院大

学）お よ び谷和樹先生 （玉川大学）に 、 1）和 食の

成立 とその 変遷、2）和食の 食育と日本文化 （食文

化）の 継承、3） 食事作法を含め た正 しい 食事の 仕

方、お よび 4）小学校 に おける食育 の 実施例等 に つ

い て 講演 して 頂 い て お ります、，本特集で は、以 上 の

各先生方に ご 自身の ご講演に つ い て執筆して 頂 くと

ともに、紙面の み参加され る平山諭先生 （臨床ス キ

ル 研究所） に は 、食品 に よ る 脳機能改善に関す る こ

れ まで の ご活動に つ い て 執筆 して 頂きました q 本特

集が 、 会員 の 皆様 に とっ て和食や食育につ い て よ り

一
層理解 を深 め る 機会 と なれば幸い で す。
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